
１２月１２日にふくし移動講座「高齢者疑似体験」を行いました。
今回は、下野市社会福祉協議会と９名のボランティアの方にご協力い

ただき、重りやゴーグル、ヘッドホンなどを身に付け、高齢者の身体の
不自由さを体験しました。子供たちは、実際に歩行したり、色付きのク
リップやおはじきを選別したりする活動を通して、いつもと違う感覚に
驚いていました。
体験後には、「高齢者の大変さがよく分かった。」「これが毎日なん

て考えられない」など、身近な存在について振り返っていました。


